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(57)【要約】
　この発明は、シートと、シートを車椅子に取り付ける
ためのシート接続手段を有するシートを備えた車椅子に
関連するもので、シートはシート枠（１０１）と、ピボ
ット手段（１０５）を介してシート枠に旋回可能に接続
されている背もたれ（１０３）と、及び第１接続点（１
０９）とシート枠の近くの第２接続点（１１１）で背も
たれに接続されているスプリング手段（１０７）とを有
し、第２接続点（１１１）とピボット手段（１０５）は
距離Ｃが空けられている。シートは距離Ｃを変更するよ
うになっている調節手段（１１３）を備えている。結果
としてスプリング手段のテンションは容易に調節でき、
それによりシートは異なる体重と力に適応出来る。従っ
てスプリングを異なるテンションのスプリングに取り換
える必要がない。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートを車椅子に取付けるためのシート接続手段を有しているシート（１０１）であっ
て、
　シート枠（１０１）と、
　背もたれ（１０３）であって、背もたれはピボット手段（１０５）を介して前記シート
枠に旋回可能に接続されている、前記背もたれ（１０３）と、
　第１接続点（１０９）で前記背もたれに、及び前記シート枠の近くで第２接続点（１１
１）に接続されているスプリング手段（１０７）であって、前記第２接続点（１１１）と
ピボット手段（１０５）は距離Ｃだけ間隔が開けられる、スプリング手段と、を有し、
　前記シートは、前記距離Ｃを変更するようになっている調節手段（１１３）を備え、前
記第２接続点（１１１、２１１）はガイドアーム（１１５、２１５）に接続され、前記第
２接続点（１１１、２１１）の位置及びそれによる前記距離Ｃは、前記第２接続点（１１
１、２１１）を前記ガイドアーム（１１５、２１５）に沿ってスライドさせることにより
、調節可能であることを特徴とする、前記シート。
【請求項２】
　前記調節手段が、前記第２接続点の前記位置を動かすことにより、前記距離Ｃを変更す
るようになっている請求項１に記載した前記シート。
【請求項３】
　前記ガイドアーム（１１５）は前記シート枠に取り付けられ、及び前記接続点（１１７
）は前記ガイドアームに沿ってスライドさせるために前記ガイドアームの回りにスライド
出来るように接続されている、請求項１に記載の前記シート。
【請求項４】
　前記ガイドアームが前記スプリング手段の方向に対して概ね垂直方向に延びた、請求項
１に記載の前記シート。
【請求項５】
　前記シートは、前記背もたれと前記シート枠に接続され、且つ前記シートの両側に配置
されたスプリング手段を備える、請求項１乃至４の何れか１項に記載の前記シート。
【請求項６】
　前記シートは、実際の距離Ｃを示すために、目視指示器（１１７）を備えている、請求
項１乃至５の何れか１項に記載の前記シート。
【請求項７】
　前記シートは前記距離Ｃをロックし、予め決められた位置に第２接続点をロックするた
めのロック手段を備えている、請求項１乃至６の何れか１項に記載の前記シート。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載のシートを備えている車椅子。
【請求項９】
　車椅子のためのシートの背もたれの弾力性を調節するための方法であって、
　前記シートは前記シートを車椅子に取り付けるためのシート接続手段を有し、前記シー
トは、
　シート枠（１０１）と、
　背もたれ（１０３）であって、前記背もたれはピボット手段（１０５）を介して前記シ
ート枠に旋回可能に接続されている、前記背もたれ（１０３）と、
　第１接続点（１０９）で前記背もたれに、及び前記シート枠の近くで第２接続点（１１
１）に接続されているスプリング手段（１０７、２０７）であって、前記第２接続点（１
１１）と前記ピボット手段（１０５）は距離Ｃを空けることが出来る、スプリング手段と
、を有し、
　前記シートは前記距離Ｃを変えるようになっている調節手段（１１３）を備え、前記第
２接続点（１１１、２１１）はガイドアーム（１１５、２１５）に接続され、前記第２接
続点（１１１、２１１）の前記位置及びそれによる前記距離Ｃは、前記第２接続点（１１
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１、２１１）を前記ガイドアーム（１１５、２１５）に沿ってスライドさせることにより
調節可能であり、それにより前記距離Ｃが長いほど結果としてスプリングの動作は柔らか
くなり、前記距離Ｃが短いほど結果として前記スプリングの動作は硬くなる、前記方法。
【請求項１０】
　前記スプリング手段は、ダブルアクションガススプリング部材であり、前記ガススプリ
ング部材は、異なるスプリング特性を有する他のガススプリング部材に交換できる、請求
項９に記載の前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、車椅子用のシートとそのシートを備えた車椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車椅子の身体障害者の快適のために、車いすに、背もたれに対する急で強い随意的また
は不随意的な人の動きのエネルギーを吸収することが出来る、ダイナミックなリクライニ
ング出来る背もたれを備えることは好都合である。
【０００３】
　背もたれは、また治療的な理由で、弾力性があり、けいれん、つまり突然の制御出来な
い動き等を起こす傾向のあるユーザーに、車椅子を使っている時に怪我をさせないように
する必要がある。
【０００４】
　そのような動きは、背もたれを、よりリクライニングさせる方向に拡げる傾向がある。
エネルギーが吸収された後は、背もたれは人を起き上がった座位に戻すことが出来るべき
である。
【０００５】
　そのような車椅子のシートは、“Ｘ：ｐａｎｄａ”（登録商標）として知られる製品を
有する出願人により、利用可能となっている。車椅子のシートは、先に記述した背もたれ
を広げる動きのエネルギーを吸収するために、背もたれとシートの間に、動ける形で置か
れたガススプリングを有する、リクライニング出来る背もたれを備えている。
【０００６】
　ガススプリングを組み込むシート／背もたれ構造物は、ＵＳ２、０１８，８２５により
知られている。ガススプリングは、固定した（しかし選択可能）な位置に配置され、追加
された快適さをユーザーに提供する。
【０００７】
　様々な体重と力の人に応じるために、ガススプリングは既定のレートを有する様々なガ
ススプリングの中から選ばれる。まだ成長している障害のある子供の場合には、背もたれ
に掛かる力は、子供の体重と身長の増加に伴い増加するので、ガススプリングは、車椅子
の寿命の間に頻繁に取り換えなければならないであろう。従って、あるサイズのガススプ
リング（あるテンション）は、シートに対して限られた期間においてのみ最も適している
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　この発明の目的は、まだ成長過程にある障害のある子供に適した車椅子のシートを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明によれば、これは車椅子にシートを取り付けるためのシート取り付け手段を有
するシートによって達成され、当該車いすはシート枠、ピボット（旋回）出来る形でピボ
ット手段を通じてシート枠に接続されている背もたれ、ならびに第１接続点で背もたれに
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、及びシート枠の近くで第２接続点に接続されているスプリング手段から構成される。第
２接続点とピボット手段の間は距離Ｃだけ開いており、シートは距離Ｃを変更するために
適応された調節手段（１１３）で構成されている。
【００１０】
　従って、スプリング手段のテンションは、容易に調節でき、そしてその結果、シートは
異なる体重と力に適応できる。従って、異なるテンションを有するスプリングに交換する
必要はない。
【００１１】
　ある実施形態では、調節手段は、第２接続点の位置を置き変えることで、距離Ｃを変更
するために適用適応されている。従って、調節機構は１つの接続点に加えられることが出
来、調節機構の実行と取り扱いを単純にする。
【００１２】
　ある実施形態では、第２接続点はガイドアームに接続され、そして第２接続点の位置は
、そして結果としての距離Ｃは、接続点をガイドアームに沿って滑らせることで、調節可
能である。ガイドは、第２接続点は調節している間の対応する調節方向以外の全ての方向
における固定を保証し、それによって調節は取扱が容易である。
【００１３】
　ある実施形態では、ガイドアームはシート枠に取り付けられ、そして第２接続点はスラ
イド出来る形で、ガイドアームに沿ってスライドさせるために、ガイドアームの回りに接
続されている。これは非常にシンプルで効果的な解決方法であることが実証されている。
【００１４】
　ある実施形態では、ガイドアームはスプリング手段の方向に対して、概ね垂直方向に延
びている。従ってテンションは特に調節が容易である。
【００１５】
　ある実施形態では、シートは、背もたれ及びシート枠に接続されてシートの両側に配置
されたスプリング手段を構成している。結果、スプリング手段は、背もたれ面に沿って背
もたれの動きのエネルギーを、均等に吸収出来る。
【００１６】
　ある実施形態では、シートは、接続点の間の実際の距離Ｃを示す目視指示器を構成して
いる。従って、特別な設定を、例えば、前回の設定に従って設定するまたは、同じテンシ
ョンで両側を設定するなどを、参照用として使用出来る。
【００１７】
　ある実施形態では、シートは、距離Ｃをロックし、その結果、予め決められた位置に第
２接続点をロックするための、ロック手段を構成している。それによって、調節する各々
の時に、正確に同じ位置を確実にすることが出来る。
【００１８】
　この発明は、また、車椅子のシートの背もたれの弾力性を調節する方法を目指していて
、シートは、シートを車椅子に取り付けるためのシート接続手段を有していて、その接続
手段は、
―シート枠（１０１）、
―背もたれ（１０３）、ここで背もたれはピボット出来る形で、ピボット手段（１０５）
を通してシート枠に接続され、及び、
―第１接続点（１０９）で背もたれに、及びシート枠の近くで第２接続点（１１１）に接
続されたスプリング手段（１０７、２０７）であり、第２接続点（１１１）とピボット手
段（１０５）は距離Ｃを空けることが出来、シートは、距離Ｃを調節するために適応され
た調節手段（１１３）を構成し、第２接続点（１１１、２１１）でガイドアーム（１１５
、２１５）に接続され、そして第２接続点（１１１、２１１）の位置と結果として距離Ｃ
は、ガイドアーム（１１５、２１５）に沿って第２接続点（１１１、２１１）をスライド
させることにより、調節可能で、それにより距離Ｃが長いほど結果としてスプリングの動
きは柔らかくなり、距離Ｃが短いほど結果としてスプリングの動きは硬くなる前記スプリ



(5) JP 2016-514581 A 2016.5.23

10

20

30

40

50

ング手段、から構成される。
【００１９】
　弾力性は、突然の動きの間、ユーザーが動かすことのできる背もたれの能力である。ス
プリングは、この動きを弱める。ガイドアームの上の取り付け具の位置が調節出来ること
により、“力 × 距離は結果として得られる力に等しい”という原理は、所定のユーザー
にとって最も望ましい弾力性（つまり弾性反力）を調整するために、活用される。この調
節機能は、より多くの、またはより少ない力を必要とする／望まれる必要性に応じて、こ
の力の調整に役立つ。
【００２０】
　ダブルアクションガススプリング部材によるスプリング手段を更に提供することにより
、ガススプリングは、異なるスプリング特性を有する他のガススプリング部材に対して交
換することが出来、より広い範囲のユーザーが、単に適切なガススプリングを選択するだ
けで、シート／車椅子の使用に好適となるようにすることが出来る。
【００２１】
　この発明はさらに、上記に従うシートを備え上述した利点を有する車いすに関する。
【００２２】
　この発明を、付属する図面を参照して、下でより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１Ａ－図１Ｄはこの発明の原理を示す。
【図２】この発明の実施形態を示し、シート枠に対して第１角度位置で、背もたれの後ろ
から見た図を示す。
【図３】この発明の実施形態を示し、シート枠に対して第２角度位置で、背もたれの後ろ
から見た図を示す。
【図４】この発明の実施形態を示し、第２接続点がピボットする手段に対して第１距離Ｃ
を有し、背もたれがシート枠に対して、第１角度位置にある時の横から見た図を示す。
【図５】この発明の実施形態を示し、第２接続点が、ピボット手段に対して第１距離Ｃを
有し、背もたれがシート枠に対して第２角度位置にある時の横から見た図を示す。
【図６】この発明の実施形態を示し、第２接続点がピボット手段に対して第２距離Ｃを有
し、背もたれがシート枠に対して第１角度位置にある時の横から見た図を示す。
【図７】この発明の実施形態を示し、第２接続点がピボット手段に対して第２距離Ｃを有
し、背もたれがシート枠に対して第２角度位置にある時の横から見た図を示す。
【図８】この発明の実施形態及び実際の距離Ｃを示す目視指示器を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図の説明に於いて、同様のまたは対応する要素は、異なる図面の中で同じ記号表示で提
供される。従って、各々の単一の図／実施形態に関連した全ての詳細な説明は提供されな
い。
【００２５】
　図１Ａ－Ｄは、この発明の原理を示す。図１Ａでは、車椅子に対して取り付けるための
シート１００を示す。シートはシート枠１０１及び背もたれ１０３を構成し、ここで背も
たれはピボット出来る形で、ピボット手段１０５を通してシート枠に接続されている。シ
ートは、更に、第１接続点１０９及びシート枠１０１に近い第２接続点１１１を通して背
もたれとシート枠に接続したスプリング手段１０７を構成し、ここで、第２接続点１１１
とピボット手段１０５は距離Ｃだけ間隔が開いている。ある実施形態におけるスプリング
手段は、ガススプリングであり得るが、しかし、別のスプリング要素も同じく使用出来る
。シートは、第２接続点１１１とピボット手段１０５の間の距離Ｃを変えるための調節手
段（図示せず）を構成する。
【００２６】
　図１Ｂでは、距離Ｃを、第２接続点１１１を移動することにより変えることが出来る実
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施形態を示す。この実施形態では、第２接続点１１１はガイドアーム１１５に接続されて
いる。その結果、調節手段１１３は接続点を移動可能にし、それにより第２接続点１１１
とピボット手段１０５の間の距離Ｃは、第２接続点１１１をガイドアーム１１５に沿って
スライドさせることにより、調節可能である。図１Ｃと図１Ｄでは、第２接続点１１１が
２つの異なる位置にあり、従って距離Ｃが変えられている状況が示されている。
【００２７】
　接続点をスプリングの力の方向とは異なる方向に動かすことにより、スプリング手段の
力に抗する必要が無いので、距離の微調整を行うのが容易になる。更に、接続点がそれに
沿って移動するガイドアームを有することで、ガイドアームの補助によって、処理の制御
が容易である。
【００２８】
　図２は、この発明の１つの実施形態を示し、シート枠に対して第１角度位置にある時に
、背もたれの後ろから見た図である。シート２００の特定の実施形態は、支持面を備えた
シート枠２０１、ならびに多数の背支持構成要素２０４を構成する背もたれ２０３からな
る。背もたれとシート枠はピボット手段２０５でピボット出来る形で接続されている。シ
ートは更に、第１接続点２０９と第２接続点２１１を通して背もたれとシート枠に接続さ
れたガススプリング２０７を構成している。
【００２９】
　シートは、第２接続点２１１とピボット手段２０５の間の距離を変えるための調節手段
２１３を構成している。調節手段はシート枠２０１に取り付けられたガイドアーム２１５
を構成し、そして第２接続点２１１は、ガイドアームの方向に、ガイドアームをスライド
させるために、ガイドアーム２１５の回りにスライド出来る形で接続されている。
【００３０】
　同様のスプリング手段と調節手段がシートの反対側に配置されている。
【００３１】
　図３は、この発明の実施形態を示し、シート枠に対して第２の角度位置にある背もたれ
の背後から見た図で、この位置では、ガススプリング２０７は、背もたれへの負荷（矢印
３０１で表示）のために一緒に力が掛けられている。
【００３２】
　図４はこの発明の１つの実施形態を示し、横から見た図であり、第２接続点２１１がガ
イドアーム２１５の一端に動かされ、それにより接続点の間の第１距離が得られ、それに
よりガススプリングの１つのテンションが得られる。
【００３３】
　図５は、この発明の実施形態を示し、シート枠に対して第２の角度位置にある横から見
た図で、この位置では、ガススプリング２０７は背もたれへの負荷（矢印３０１で表示）
のために一緒に力が掛けられている。
【００３４】
　図６は、この発明の１つの実施形態を示し、第２接続点２１１がガイドアーム２１５の
真ん中に置かれている処を横から見た図で、それにより接続点の間の第２距離が得られ、
それによりガススプリングの第２のテンションが得られる。
【００３５】
　図７は、この発明の実施形態を示し、シート枠に対して第２の角度位置にある横から見
た図で、この位置では、ガススプリング２０７は背もたれへの負荷（矢印３０１で表示）
のために一緒に力が掛けられている。
【００３６】
　図８は、この発明の１つの実施形態及び接続点の間の実際の距離Ｃを示す目視指示器８
１０を示している。ここに隙間が作られ、接続点の位置が隙間を通して見られる。異なる
位置はガススプリングの異なるテンションを示す。位置は視覚的なスケールで示され、従
って位置は、例えばシートの反対側にある同様の調節方法の同様の位置について、後の参
考のために参照できる。
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【符号の説明】
【００３７】
　１００、２００－シート
　１０１、２０１－シート枠
　１０３、２０３－背もたれ
　２０４－背支持構成要素
　１０５、２０５－ピボット手段
　１０７－スプリング手段
　２０７－ガススプリング
　１０９、２０９－第１接続点
　１１１、２１１－第２接続点
　１１３、２１３－調節手段
　１１５、２１５－ガイドアーム
　３０１－背もたれへの負荷
　８１０－目視指示器

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】
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【図３】 【図４】
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【図７】

【図８】
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